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平成28年度 一般会計補正予算　採決結果

【継続審査分】

陳 情 等 の 審 査 結 果

受付番号 受付年月日 件　　　　　　　名 審査結果 付託委員会

94 平成28年
5月31日 菊水校区小中学校統合計画に関する要望書 採　択 総務文教

常任委員会

101 平成28年
6月8日

菊水中央小学校並びに菊水中学校校舎及び体育館の耐震対応の
要望について 〃 総務文教

常任委員会

受付番号 受付年月日 件　　　　　　　名 審査結果 付託委員会

480 平成27年
3月2日 合併特例債の適用期間の再延長を求めることについて(お願い) 継続審査 総務文教

常任委員会

こうなりました！皆さんからの請願・陳情

2億520万6千円
1億6,013万円
平成28年度　一般会計補正予算

定例議会
報告

平成28年　第３回臨時会報告 平成28年

６月

賛成少数で否決！

熊本地震災害対策費

全会一致で可決！
　平成28年６月定例会が６月10日から17日までの８日間の会期で開催された。今

回の定例会には、町長提出の平成28年度一般会計補正予算を含む補正予算８件と

条例の一部改正案６件が提案された。一般会計補正予算が賛成少数で否決となった

ことで関連する特別会計補正予算６議案について執行部より事件撤回請求が行わ

れた。

　否決された議案には補助金関係も含まれており、今後の執行部の対応が待たれる。

　今回の議会では、一般質問者９名で内容としては、熊本地震の被害状況と今後の

対応、玉名地域医療体制について、地震にともなう菊水地区小・中学校統廃合問題

と町長の政治姿勢等について、厳しい質問が行われた。陳情等については２件が提

出され、審査の結果採択とされた。任期満了に伴う人権擁護委員５名が承認された。

　６月17日議会最終日、町長に対し不信任決議案が提出されたが、否決された。

平成28年度一般会計・特別会計補正予算

会　計　名 減額・追加 歳入歳出予算総額 採決結果

一般会計 1億6,013万円追加 68億3,563万6千円 否　決

国民健康保険事業会計 384万7千円減額 17億7,776万2千円 議案撤回

介護保険事業会計 30万3千円減額 15億1,852万2千円 議案撤回

特別養護老人ホーム事業会計 475万6千円追加 5億1,825万5千円 議案撤回

簡易水道事業会計 349万7千円追加 1億5,481万7千円 議案撤回

下水道事業会計 331万2千円追加 1億1,319万9千円 議案撤回

後期高齢者医療事業会計 2万4千円追加 1億4,943万7千円 議案撤回

町立病院事業会計 1,021万3千円追加 9億8,901万9千円 否　決

会　計　名 減額・追加 歳入歳出予算総額 採決結果

一般会計 2億520万6千円 66億7,550万6千円 可　決

　平成28年第３回臨時会が、６月２日午前10時から開催された。熊本地震で被害を受けた体育館や校舎に

対する対応と応急の部分と危険度の高い部分や耐震も含んだ予算となっている。その他、国民健康保険税

条例の一部改正では保険料の下限限度額の改正などが承認された。なお１名の議員から熊本地震災害につ

いて緊急質問が行われた。

採 決 結 果



問
熊
本
地
震
に
よ
る
町
内
公
共
施
設

等
の
被
害
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

答
（
総
務
課
長
）
学
校
関
係
が
２
億

５
千
20
万
６
，
０
０
０
円
、
総
務
財
産

関
係
が
１
７
２
万
６
，
０
０
０
円
、
道

路
維
持
関
係
が
３
８
０
万
円
、
町
営
住

宅
関
係
が
３
２
９
万
円
、
文
化
財
関
係

が
１
３
９
万
５
，
０
０
０
円
、
特
老
ホ

ー
ム
が
１
６
７
万
円
、
水
道
施
設
３
４

９
万
７
，
０
０
０
円
、
農
集
セ
ン
タ
ー
５
，

０
０
０
万
円
の
合
計
２
億
７
，
０
５
８
万

４
，
０
０
０
円
と
な
る
。

問
町
内
で
『
罹
災
証
明
書
』
が
５
月

31
日
現
在
で
33
件
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、

家
屋
の
被
害
状
況
と
調
査
判
定
結
果
に

つ
い
て
伺
う
。

答
（
町
長
）
町
内
の
住
宅
被
災
状
況

は
、
大
規
模
半
壊
３
棟
、
半
壊
８
棟
、

一
部
損
壊
を
含
め
る
と
６
月
３
日
現
在

で
40
棟
に
達
す
る
『
罹
災
証
明
』
の
申

請
が
出
て
い
る
。

問
今
回
被
災
を
受
け
た
菊
水
中
央

小
・
菊
水
中
学
校
施
設
の
復
旧
工
事
内

容
は
、
あ
く
ま
で
も
応
急
処
置
的
な
補

修
工
事
と
し
て
受
け
止
め
て
よ
い
の
か

伺
う
。

答
（
教
育
長
）
緊
急
的
な
措
置
と
い

う
こ
と
で
す
。

問
校
舎
建
築
に
つ
い
て
は
、
新
築
な

の
か
耐
震
な
の
か
、
こ
れ
ま
で
議
会
で
は
、

混
乱
に
混
乱
を
重
ね
時
間
だ
け
が
過
ぎ

て
い
る
が
６
月
10
日
の
定
例
会
初
日
に
、

町
長
は
、
今
後
の
方
針
を
示
す
と
約
束

さ
れ
た
が
、
こ
の
場
で
町
民
に
向
か
っ

て
は
っ
き
り
と
方
針
を
示
し
て
も
ら
い

た
い
。

答
（
町
長
）
今
現
在
、
現
時
点
で
は
、

耐
震
改
修
を
中
心
に
進
め
さ
せ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
再
度
確
認
す
る
が
、
耐
震
改
修
で

い
く
と
い
う
こ
と
か
！

答
（
町
長
）
そ
の
と
お
り
で
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
平
成
26
年
11
月
27
日
に
提
出
さ
れ

た
保
育
料
の
半
額
助
成
の
請
願
が
議
会

で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、

28
年
度
の
予
算
で
計
上
さ
れ
ず
議
会
軽

視
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）
検
討
し
た
が
、
上
積
導

入
は
極
め
て
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。

問
町
長
の
公
約
で
は
な
い
か
、
財
政

面
に
於
い
て
は
２
，
２
５
６
万
円
で
あ

る
公
約
違
反
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
な
い

と
思
う
が
。

答
（
町
長
）
財
源
を
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
町
長
と
し
て
就
任
３
年
目
を
迎
え

て
い
る
が
、
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

公
約
の
実
行
率
は
。
小
中
学
校
統
廃
合

29
年
４
月
開
校
の
町
長
と
し
て
の
言
葉

は
重
い
。
公
約
は
不
十
分
と
思
う
。

答
（
町
長
）
公
約
に
つ
い
て
は
道
半

ば
で
あ
る
。
複
式
学
級
解
消
の
為
の
小

学
校
統
合
が
進
ん
で
い
な
い
。
改
修
で

進
ま
せ
て
ほ
し
い
。
学
校
統
合
29
年
は

む
ず
か
し
い
。
議
会
を
軽
視
す
る
こ
と

は
毛
頭
な
い
。
議
会
の
同
意
な
く
し
て

前
に
進
ま
な
い
。

問
町
長
と
し
て
の
全
体
的
姿
勢
に
つ

い
て
伺
う
。
４
月
16
日
の
地
震
に
つ
い

て
も
、
新
築
で
あ
る
三
加
和
小
中
学
校

に
於
い
て
は
被
害
も
な
く
、
小
中
一
貫

校
は
文
科
省
の
指
針
で
制
度
化
さ
れ
て

い
る
。
今
後
の
方
針
の
態
度
表
明
が
２

カ
月
も
過
ぎ
て
い
る
の
に
決
断
の
返
事

が
無
い
。
そ
う
言
う
決
断
力
の
無
さ
が

町
の
混
乱
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
伺
う
。

答
（
町
長
）
私
自
身
が
こ
の
地
震
を

受
け
て
、
非
常
に
思
い
迷
っ
た
の
は
事

実
だ
。
新
校
舎
の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、

所
詮
は
埋
め
立
て
地
で
あ
る
。
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ズバリ！聞きます

議案番号 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果
議案第36号 和水町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案否決
議案第37号 和水町附属機関設置条例の一部改正について 〃
議案第38号 和水町税条例の一部改正について 〃

議案第39号 和水町三加和温泉ふるさと交流センター設置及び管理条例の一部改正につい
て 〃

議案第40号 和水町下水道条例の一部改正について 〃
議案第41号 和水町病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 〃
議案第42号 平成28年度和水町一般会計補正予算（第2号） 〃
議案第43号 平成28年度和水町国民健康保険事業会計補正予算（第1号） 撤　回
議案第44号 平成28年度和水町介護保険事業会計補正予算（第1号） 〃
議案第45号 平成28年度和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第1号） 〃
議案第46号 平成28年度和水町簡易水道事業会計補正予算（第1号） 〃
議案第47号 平成28年度和水町下水道事業会計補正予算（第1号） 〃
議案第48号 平成28年度和水町後期高齢者医療事業会計補正予算（第1号） 〃
議案第49号 平成28年度和水町病院事業会計補正予算（第1号） 原案否決
議案第50号 定住自立圏の形成に関する協定の締結について 〃
議案第51号 町道の路線認定について 〃
議案第52号 負担付き寄附の受け入れについて 〃
諮問第1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案決定
諮問第2号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 〃
諮問第3号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 〃
諮問第4号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 〃
諮問第5号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 〃
報告第3号 平成27年度株式会社菊水ロマン館の決算報告について 報　告

条 例： 6件
補正予算： 8件
そ の 他： 9件
計 23件

６ 月 議 会 議 案 審 議
採 決 結 果

町長提出議案一覧

議案番号 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果
熊本県議会からの「平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る意見書」提出
のご依頼について 採　択

菊水校区小中学校統合計画に関する要望書 〃
菊水中央小学校並びに菊水中学校校舎及び体育館の耐震対応の要望について 〃
閉会中の継続審査について 原案決定
閉会中の継続調査について（各委員会） 〃
議員派遣について 〃

発議第6号 和水町長の不信任決議案 否　決

発議第7号 平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る特別な財政措置を求める意見書の
提出について 原案可決

発議第8号 行政庁舎等再建についての国庫補助制度の創設を求める意見書の提出につい
て 〃

発議第9号 被災者生活再建支援法の改正を求める意見書の提出について 〃

そ の 他：10件
計 10件議員提出議案一覧

杉村　幸敏議員

小山　　曉議員

校
舎
建
設
は

「
新
築
か
！
耐
震
か
！
」

は
っ
き
り
方
針
を

示
し
て
も
ら
い
た
い
。

子
育
て
支
援
保
育
料
の

半
額
助
成
は
？

公
約
違
反
で
は
な
い
か
！



問
震
度
７
を
超
え
る
熊
本
地
震
は
学

校
施
設
を
中
心
に
多
大
な
被
害
を
受
け

た
。
ま
ず
は
子
ど
も
た
ち
が
落
ち
着
い

て
学
習
で
き
る
環
境
の
復
旧
が
急
務
で

あ
り
、
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

答
（
町
長
）
菊
水
中
・
中
央
小
・
東

小
校
舎
は
応
急
診
断
の
調
査
結
果
指
摘

箇
所
の
修
繕
を
行
え
ば
使
用
可
能
と
の

指
導
を
得
た
の
で
６
月
臨
時
議
会
に
応

急
対
策
、
余
震
対
策
費
予
算
の
承
認
を

得
た
の
で
現
在
工
事
設
計
を
進
め
て
い
る
。

問
学
校
統
合
事
業
は
大
幅
に
遅
れ
て

い
る
な
か
、
地
震
発
生
に
よ
り
状
況
は

大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

答
（
町
長
）
今
回
の
地
震
で
従
来
の

耐
震
基
準
で
安
全
が
確
保
で
き
る
か
新

た
な
課
題
が
生
じ
て
い
る
。
学
校
統
合

事
業
は
長
ら
く
停
滞
、
ま
ず
は
小
学
校

の
複
式
学
級
解
消
が
急
務
で
、
全
て
に

先
駆
け
て
統
合
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な

い
。
異
論
も
あ
る
か
と
思
う
が
改
修
統

合
を
進
め
る
よ
う
敢
え
て
判
断
し
た
。

問
耐
震
強
度
を
十
分
考
慮
し
て
対
応

す
る
と
の
事
で
あ
る
が
、
耐
震
基
準
の

見
直
し
は
時
間
を
要
す
る
の
で
は
。

答
（
町
長
）
従
来
示
し
た
B
案
を

基
本
に
（
費
用
の
関
係
も
あ
る
が
）
強

度
を
保
て
る
設
計
で
考
え
て
い
る
。

問
玉
名
中
央
病
院
を
中
核
と
す
る
医

療
施
設
の
統
合
協
議
会
（
玉
名
市
・
玉

東
町
・
玉
名
医
師
会
）
と
正
式
参
加
を

表
明
さ
れ
た
が
、
我
が
町
の
医
療
・
福

祉
は
ど
の
様
に
進
め
る
の
か
。

答
（
町
長
）
将
来
的
に
和
水
町
の
医

療
体
制
を
堅
持
、
町
立
病
院
の
存
続
を

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
き
く
す
い
荘
に

つ
い
て
も
、
今
の
連
携
を
崩
す
こ
と
な

く
堅
持
し
て
い
く
こ
と
を
協
議
会
の
中

で
求
め
て
い
く
。
救
急
・
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
の
継
続
で
明
言
し
て
貰
っ
て
い
る
。

問
熊
本
地
震
を
経
験
し
て
、
共
助

（
自
主
防
災
組
織
）
の
育
成
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
う
。
是
非
、
共
助
の

育
成
を
念
頭
に
、
今
後
防
災
計
画
等
を

進
め
て
頂
き
た
い
。

　

自
治
体
間
同
士
の
、
職
員
の
派
遣
を

自
主
的
に
行
え
る
よ
う
な
機
能
を
備
え

た
、
支
援
協
定
の
締
結
を
提
案
し
て
お

き
た
い
。

答
（
町
長
）
こ
れ
か
ら
結
ん
で
い
き

た
い
。

問
大
き
な
傘
（
玉
名
中
央
病
院
）
の

下
に
入
れ
ば
、
負
担
金
は
幾
ら
？
起
債

が
１
２
０
億
位
、
医
療
セ
ン
タ
ー
は
ど

れ
だ
け
負
担
す
る
の
か
？
玉
名
市
、
玉

東
町
、
我
が
町
は
ど
れ
だ
け
ず
つ
負
担

す
る
の
か
。
ま
だ
、
決
ま
っ
て
な
い
ん

で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
決
意
を
す
る
の
は
、

い
さ
さ
か
勇
み
足
で
は
。

　

大
き
な
傘
の
下
に
入
れ
ば
、
員
数
合

わ
せ
の
医
者
の
確
保
は
出
来
る
か
も
？

患
者
は
医
師
に
つ
い
て
く
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
優
秀
な
医
師
の
確
保
は
？

あ
く
ま
で
自
論
で
あ
る
が
、
解
決
方
法

と
し
て
、
地
域
密
接
型
の
診
療
所
方
式
、

官
設
民
営
型
、
民
設
民
営
型
、
此
の
型

に
は
、
年
間
３
，
０
０
０
万
円
か
ら
５
，

０
０
０
万
円
の
補
助
を
必
要
と
し
、
住

民
１
人
当
た
り
３
，
０
０
０
円
か
ら
５
，

０
０
０
円
の
医
療
福
祉
事
業
対
策
費
と

し
て
、
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
大
き
な

傘
の
下
に
入
る
よ
り
も
、
他
に
方
法
は

あ
る
と
思
う
。
住
民
説
明
会
の
実
施
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
を
要
望
し
て
お
き
た
い
。

答
（
町
長
）
傾
聴
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

住
民
説
明
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
実

施
す
る
。

問
今
回
、
被
災
し
た
校
舎
や
体
育
館

等
に
対
し
て
の
「
応
急
措
置
」
と
「
耐

震
工
事
」
と
の
違
い
は
何
か
。

答
（
町
長
）
４
月
29
日
に
菊
水
中
央

小
・
東
小
・
菊
水
中
学
校
、
５
月
16
日

に
西
小
・
南
小
の
校
舎
と
体
育
館
の
応

急
危
険
度
判
定
調
査
を
実
施
し
た
。
こ

の
調
査
結
果
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
る

部
分
が
「
応
急
措
置
」
で
あ
る
。
調
査

の
結
果
、
全
小
中
学
校
が
構
造
躯
体
等

に
関
す
る
危
険
度
で
は
、
使
用
可
能
で

あ
る
（
調
査
済
み
）
判
定
で
あ
っ
た
。

　

耐
震
調
査
の
結
果
、
Is
値
0.7
未
満
の

建
物
は
中
央
小
の
校
舎
、
菊
水
中
学
校

の
校
舎
と
体
育
館
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
Is
値
0.7
未
満
の
建
物
を
現
在
の
耐
震

基
準
と
同
等
の
耐
震
性
を
具
備
す
る
よ

う
耐
震
補
強
す
る
の
が
「
耐
震
工
事
」

で
あ
る
。

問
町
営
学
習
塾
を
期
間
限
定
で
、
こ

の
問
題
が
解
決
す
る
ま
で
の
間
だ
け
で

も
開
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
教
育
長
）
町
営
学
習
塾
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
が
、
九
看
大
の
方
と
連

携
し
な
が
ら
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
、
今
、

申
請
し
て
い
る
。

問
こ
れ
ま
で
学
校
統
廃
合
の
問
題
が

10
年
経
っ
て
も
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。

全
く
も
っ
て
前
に
進
ま
な
い
現
状
に
終

止
符
を
打
つ
べ
く
、
こ
の
震
災
を
経
験

し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
“
こ
れ
が
住
民
の

選
ん
だ
道
で
あ
る
”
と
明
確
な
答
え
を

出
す
た
め
に
住
民
投
票
に
よ
る
学
校
統

廃
合
問
題
の
決
着
を
図
る
こ
と
が
、
今

で
き
る
最
善
の
策
だ
と
考
え
る
。

　

も
し
、
こ
の
住
民
投
票
で
投
票
率
が

50
％
未
満
と
い
う
結
果
と
な
り
、
約
５

０
０
万
円
も
の
税
金
が
無
駄
に
使
わ
れ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
言
い
出
し
っ
ぺ

の
私
の
責
任
と
し
て
議
員
を
辞
職
す
る

覚
悟
だ
。
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て
、
今

の
町
長
の
正
直
な
考
え
を
伺
う
。

答
（
町
長
）
十
分
に
検
討
の
価
値
の

あ
る
発
言
、
提
言
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
。

問
教
育
委
員
会
と
し
て
、
一
日
も
早

い
複
式
学
級
の
解
消
を
し
て
頂
き
た
い

と
の
思
い
は
強
い
と
思
う
が
伺
う
。

答
（
教
育
長
）
十
年
来
の
課
題
で
あ
り
、

一
日
も
早
い
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

は
是
非
お
願
い
し
た
い
。

問
耐
震
改
修
で
い
く
と
決
意
さ
れ
た
。

そ
こ
で
町
長
は
町
民
の
方
々
に
こ
れ
に

つ
い
て
、
信
を
問
う
気
持
ち
が
な
い
か

伺
う
。

答
（
町
長
）
一
日
も
早
く
と
い
う
意

味
で
、
理
解
し
て
や
ら
し
て
頂
き
た
い
。

問
一
日
も
早
く
出
来
る
の
か
？
口
だ

け
な
の
か
？
出
来
る
と
思
わ
れ
て
い
る

の
か
？
解
決
し
な
い
と
解
っ
て
い
て
耐

震
改
修
を
打
ち
出
す
町
長
に
対
し
、
疑

問
で
な
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
解
決

し
な
い
が
、
そ
れ
で
も
信
を
問
う
気
が

な
い
の
か
伺
う
。

答
（
町
長
）
一
日
も
早
く
と
い
う
こ

と
で
進
め
た
い
。

問
町
長
が
間
違
っ
た
住
民
運
動
を
し

な
け
れ
ば
、
平
成
28
年
4
月
に
は
学
校

は
出
来
て
お
り
、
間
違
っ
た
住
民
運
動
が
、

も
と
で
町
は
多
大
な
損
失
を
出
し
て
い

る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
町
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
伺
う
。

答
（
町
長
）
責
任
が
無
い
な
ど
と
言

う
つ
も
り
は
な
い
。

問
町
長
は
大
幅
な
費
用
を
削
減
し
、

他
の
財
源
（
福
祉
等
）
に
充
て
る
と
言

わ
れ
当
選
さ
れ
た
。
番
城
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
建
設
地
）
の
是
非
じ
ゃ
な
く
、
安
く

上
が
る
、
安
く
上
が
る
、
安
く
上
が
る
と
、

訴
え
ら
れ
町
民
の
方
々
が
清
き
一
票
を

投
じ
ら
れ
た
。
答
弁
自
体
が
延
命
で
し

か
な
い
、
町
長
に
清
き
一
票
を
投
じ
ら

れ
た
町
民
の
方
々
の
思
い
を
町
政
に
反

映
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
か
、
お
願

い
す
る
。
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ズバリ！聞きます 一般質問

熊
本
大
地
震
で

菊
水
区
域
の
小
中
学
校
が

被
災
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
だ
耐
震
改
修
で
進
め
る
の
か
？

大
き
な
傘（
玉
名
中
央
病
院
）の

下
に
入
れ
ば
、

病
院
再
建
が
果
た
せ
る
の
か
？

と
指
摘
！

和
水
町
小
中
学
校（
統
廃
合
問
題
）

に
つ
い
て

学
校
統
合
事
業
、地
震
発
生
で

状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

蒲池　恭一議員

生山　敬之議員髙巢　泰葊議員

池田龍之介議員



問
文
部
科
学
省
は
学
校
建
設
耐
震
設

計
の
強
度
に
つ
い
て
、
避
難
場
所
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
と
し
て
一
般
の
ビ

ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
比
べ
て
1.2
倍
程
度

の
耐
震
性
を
求
め
て
き
た
が
、
国
の
耐

震
化
の
指
針
は
、
地
震
が
発
生
し
に
く

い
地
域
で
は
建
物
に
求
め
る
強
度
を
割

引
く
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
文
科
省
の

地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
は
２
０
０
２

年
に
布
田
川
・
日
奈
久
断
層
帯
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7.5
程
度
の
地
震
が
起
き
る
可

能
性
が
高
い
と
評
価
を
し
て
い
た
が
、

耐
震
改
修
す
る
と
き
に
こ
の
こ
と
が
反

映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
宇
土
市
庁
舎
は
地
震
で
半
壊
し

た
が
、
宇
土
小
学
校
が
避
難
所
と
し
て

利
用
で
き
た
の
は
、
首
都
圏
の
一
般
建

築
物
と
比
べ
て
１
・
25
倍
の
強
度
で
設

計
し
た
た
め
に
大
き
な
地
震
被
害
は
な

か
っ
た
。
こ
の
経
験
に
学
ぶ
こ
と
が
大

事
だ
が
ど
う
考
え
る
か
。

答
（
町
長
）
地
震
の
地
域
係
数
は
、

こ
の
地
域
は
0.8
の
係
数
が
か
か
っ
て
い
る

と
思
う
。
係
数
な
ど
を
配
慮
し
安
全
な

強
度
を
保
つ
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問
学
校
の
耐
震
か
新
築
か
の
財
政
問

題
で
は
、
国
は
１
千
兆
円
の
借
金
。
町

の
財
政
は
合
併
で
合
併
交
付
金
が
10
年

間
は
多
く
来
た
が
６
年
後
か
ら
今
よ
り

約
５
億
円
減
ら
さ
れ
る
。
国
も
町
も
財

政
は
厳
し
く
な
る
。
場
所
の
問
題
で
は
、

番
城
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
隣
に
ゴ
ル
フ
場
が

あ
っ
て
人
里
離
れ
て
い
る
。
も
し
何
か

事
件
が
起
き
た
時
に
人
家
が
離
れ
て
い

れ
ば
対
応
す
る
の
も
遅
く
な
る
。
新
校

舎
建
設
よ
り
耐
震
工
事
を
進
め
る
べ
き

だ
。

答
（
町
長
）
ご
指
摘
は
十
分
に
参
考
、

考
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ぜ
ひ
と

も
改
修
統
合
で
い
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
熊
本
地
震
災
害
後
の
住
民
や
保
護

者
の
学
校
施
設
に
対
す
る
考
え
方
が
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
と
思
う
。
安

心
・
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
は
さ
ら
に

大
き
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
見
解
を

伺
う
。

答
（
町
長
）
ご
質
問
の
と
お
り
で
す
。

保
護
者
の
代
表
者
、
そ
れ
か
ら
江
田
地

区
の
三
地
区
の
区
長
の
要
望
書
が
上
が

っ
て
い
る
。
こ
の
２
つ
の
事
案
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
考
え
方
も
変
化
し
て
き
て

い
る
と
思
わ
れ
、
安
全
に
つ
い
て
は
要

望
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

問
菊
水
区
域
小
・
中
学
校
統
廃
合
事

業
に
つ
い
て
議
会
で
も
調
査
特
別
委
員

会
で
検
討
中
で
あ
る
。
調
査
特
別
委
員

会
が
提
言
を
出
し
た
場
合
に
尊
重
す
る

考
え
は
？

答
（
町
長
）
当
然
な
が
ら
尊
重
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
議
会
の

調
査
特
別
委
員
会
の
提
言
が
出
さ
れ
た

場
合
、
私
の
申
し
上
げ
て
い
る
改
修
案

と
の
擦
り
合
わ
せ
を
や
り
た
い
。
そ
の

結
果
適
正
な
判
断
と
合
議
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
こ
と
こ
こ
に
至
っ
て
は
福
原
町
長

も
政
治
的
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
は
な
い
か
伺
う
。

答
（
町
長
）
従
来
か
ら
私
は
ず
っ
と

主
張
し
て
き
た
改
修
案
で
統
合
す
る
と

い
う
方
向
で
お
願
い
し
て
き
た
。
ま
だ

政
治
的
判
断
を
行
う
時
期
で
は
な
い
と

思
う
。
私
の
改
修
案
で
安
全
・
安
心
の

確
保
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
は

っ
き
り
す
れ
ば
信
を
問
う
こ
と
に
や
ぶ

さ
か
で
は
な
い
。

問
現
在
「
玉
名
地
域
医
療
体
制
づ
く

り
検
討
協
議
会
」
に
お
い
て
検
討
協
議

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
全
員
協
議
会
に

お
い
て
も
、
４
月
～
５
月
に
４
回
ほ
ど

の
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
６
月
３

日
の
全
協
の
場
で
町
立
病
院
統
合
を
表

明
さ
れ
た
。
そ
の
真
意
と
タ
イ
ム
リ
ミ

ッ
ト
を
伺
う
。

答
（
町
長
）
統
合
ま
た
、
連
携
等
の

説
明
も
申
し
上
げ
協
議
の
結
果
、
由
緒

あ
る
町
立
病
院
を
存
続
し
て
い
く
為
、

医
師
の
確
保
が
計
ら
れ
、
診
療
科
目
が

極
力
減
少
す
る
こ
と
な
く
、
地
域
の
医

療
福
祉
の
拠
点
と
し
て
存
立
さ
せ
る
事

を
決
意
し
た
。
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は
、

７
月
11
日
で
あ
る
。
今
後
、
ご
指
摘
の

住
民
説
明
会
を
行
い
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

問
町
立
病
院
経
営
は
、
平
成
26
年
５
，

５
０
０
万
円
の
赤
字
、
平
成
27
年
８
，

１
０
０
万
円
の
赤
字
。
医
療
体
制
づ
く

り
が
統
合
に
積
極
的
な
理
由
。
ま
た
、

統
合
し
た
場
合
の
町
立
病
院
の
新
築
が

平
成
43
年
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

統
合
す
る
な
ら
ば
そ
れ
ま
で
の
病
室

の
改
装
と
か
、
老
朽
化
の
対
応
も
必
要

と
思
う
が
。

答
（
病
院
事
務
部
長
）
総
務
省
の
意

向
で
、
平
成
25
年
度
よ
り
、
全
適
に
よ

り
独
立
採
算
、
平
成
28
年
よ
り
再
編
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
財
政
措
置
30
％
～

40
％
へ
の
上
積
み
が
一
番
だ
と
思
う
。

病
院
の
改
修
等
に
つ
い
て
は
、
15
年
後

の
建
替
と
い
う
こ
と
で
、
改
修
等
に
つ
い

て
も
、
こ
ち
ら
の
要
望
を
十
分
に
入
れ

た
か
た
ち
で
協
議
し
て
い
く
事
に
な
る

と
思
う
。

問
今
定
例
会
に
お
い
て
も
、
菊
水
区

域
統
合
に
つ
い
て
耐
震
改
修
で
と
再
度

表
明
さ
れ
た
が
、
今
の
議
会
で
は
何
の

進
展
も
期
待
で
き
な
い
。
打
開
策
と
し

て
住
民
投
票
も
前
向
き
に
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

答
（
町
長
）
住
民
投
票
の
提
案
、
真

摯
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
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ズバリ！聞きます 一般質問

学
校
の
耐
震
設
計
の
強
度
は

基
準
よ
り
低
く
す
べ
き
で
な
い

和
水
町
立
病
院
の
経
営
統
合

ど
う
進
め
る
？

熊
本
地
震
災
害
後
の
菊
水
区
域

小
・
中
学
校
統
廃
合
事
業
対
策
に

つ
い
て

森　潤一郎議員

笹渕　賢吾議員
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○人権擁護委員候補者として推薦される方々
　陶山えつ子さん（津　田）	 　橋本古寿江さん（上和仁）	 　林　　君代さん（日　平）
　庄山　慶司さん（下津原）	 　中村　精也さん（ 　門）

人権擁護委員法（抜粋）

（委員の推薦及び委嘱） 

第六条  　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱する。 

３　市町村長は、法務大臣に対し、当該市町村の議会の議員の選挙権を有する住民で、人格識見高

く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のある社会事業家、教育者、報道新聞の業

務に携わる者等及び弁護士会その他婦人、労働者、青年等の団体であつて直接間接に人権の擁

護を目的とし、又はこれを支持する団体の構成員の中から、その市町村の議会の意見を聞いて、

人権擁護委員の候補者を推薦しなければならない。

荒木　政士議員
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